
1 

 

11/20～22 取材のお願い 

 

 

2018 年 11 月 8 日 

報道関係各位 

一般社団法人日本能率協会 

産業振興センター 

「優れた建築を生みだすことに貢献しうる、優れた製品、未来への布石となる製品」を表彰する 

『みらいのたね賞 2018』授賞製品展示+シンポジウム 
日本最大級の建築展示会「Japan

ジ ャ パ ン

 Home
ホ ー ム

 &
アンド

 Building
ビ ル デ ィ ン グ

 Show
シ ョ ー

2018」にて開催!! 

建築家をはじめとする業界関係者が注目の 10 製品を選抜!! 
 

一般社団法人日本能率協会（JMA、会長：中村 正己）は、11 月 20 日（火）～22 日（木）の 3 日間、東

京ビッグサイト東ホールで開催する日本最大級の建築展示会「Japan
ジ ャ パ ン

 Home
ホ ー ム

 &
アンド

 Building
ビ ル デ ィ ン グ

 Show
シ ョ ー

」にて、建

材・設備製品に特化した賞「みらいのたね賞」の授賞製品展示およびシンポジウム（表彰式）を開催いたし

ます。 

本賞は、一般社団法人 HEAD 研究会が毎年度選定し、優れた建築を生みだすことに貢献しうる、優れた建材・

製品に与える賞である「HEAD ベストセレクション賞」の流れを継承しつつ、昨年より新設された賞で、優れた

建築を生みだすことに貢献しうる、優れた製品、未来への布石となる製品に与えられる賞です。 

2 回目となる今回は、建築家 竹内昌義氏（みかんぐみ）をゲスト審査員に迎え、「Japan
ジ ャ パ ン

 Home
ホ ー ム

 &
アンド

 

Building
ビ ル デ ィ ン グ

 Show
シ ョ ー

2018」の出展製品の中から、ゲスト建築家の視点や思想をもとに授賞製品を決定しました。 

「Japan
ジ ャ パ ン

 Home
ホ ー ム

 &
アンド

 Building
ビ ル デ ィ ン グ

 Show
シ ョ ー

2018」の会期中（21 日 14:00～16:00）に、今年の授賞 10 製品の展

示ならびにシンポジウム（表彰式）を行います。 

 

 

 

住まい、店舗・施設などの建築物とインテリアに関する製品・サービスが一堂に会するこの機会、 

是非、報道機関の皆様の取材をお待ちしています。 

 

【プレス登録方法】 

・テレビ・ラジオメディアのご取材は、事前に下記フォームよりご連絡願います。 

https://pro.form-mailer.jp/fms/a3a84ec3146693 

また、ご取材日当日は展示会場内プレスルームにお越しください。 

・取材にあたっては、展示会場でのプレス登録が必要です。名刺を 2 枚ご用意いただき、 

来場当日は、プレスルームにてお手続きをお願いいたします。 

・プレスルームのご案内：【場所】東 1 ホール 2 階 商談室(2)  

【時間】11/20(火)～11/22(木) 9:30～17:00 

 

【本件に関する問い合せ先】Japan
ジ ャ パ ン

 Home
ホ ー ム

 &
アンド

 Building
ビ ル デ ィ ン グ

 Show
シ ョ ー

事務局 

一般社団法人日本能率協会 産業振興センター （担当：田部、武石、赤木） 

〒105-8522 東京都港区芝公園３－１－２２  

TEL: 03-3434-1988／FAX: 03-3434-8076／E-mail: jhbs@jma.or.jp 

※取材に関するお問い合せは、広報室（担当：川村・斎藤／TEL：03-3434-8620）へお願いします。 

 

 

N e w s  L e t t e r 

取材のご案内 
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＜『みらいのたね賞』授賞概要＞ 

 

＜『みらいのたね賞』シンポジウム 開催概要＞（敬称略） 
催 し 名 『みらいのたね賞』シンポジウム 

開催期間 2018年11月21日(木) 14：00～16：30 

会   場 東京ビッグサイト 東6ホール 特設講演会場 

主   催 一般社団法人日本能率協会 

企画協力 一般社団法人HEAD研究会 

次  第  

1) みらいのたね賞 選考委員長挨拶                       （敬称略） 

 松永 安光（みらいのたね賞選考委員長／HEAD研究会理事長／近代建築研究所 代表取締役） 

2) ご来賓応援コメント 

国土交通省住宅局住宅生産課 建築環境企画室長 宿本尚吾 

経済産業省製造産業局生活製品課 住宅産業室長 縄田俊之 

3) みらいのたね賞 紹介 

松永 安光（みらいのたね賞選考委員長／HEAD研究会理事長／近代建築研究所 代表取締役） 

4) みらいのたね賞 表彰式 

松永 安光（みらいのたね賞選考委員長／HEAD研究会理事長／近代建築研究所 代表取締役） 

 授賞企業10社／11製品 

5) みらいのたね賞選評・トークセッション 

 

選考委員： ※順不同 

竹内 昌義（みかんぐみ共同代表） 

松永 安光(みらいのたね賞選考委員長／HEAD研究会理事長／近代建築研究所 代表取締役) 

  山本想太郎(山本想太郎設計アトリエ 代表) 

 

＜Japan Home & Building Show 2018 開催概要＞ 

展示会名 Japan Home & Building Show 2018         http://www.jma.or.jp/homeshow/ 

開催期間 2018年11月20日(火)～22日(木) 10：00～17：00 

会   場 東京ビッグサイト  

Japan Home & Building Show：東4~6ホール S-design 店舗・商業空間デザイン展：東6ホール 

主   催 一般社団法人日本能率協会 

展示規模 約450社・団体／約900ブース（11月6日現在） 

出展製品 建材･部材, 団地･マンションリノベーション, エクステリア･インテリア関連, 演出関連製品, 他 

来場予定者数 70,000名（合同展示会全体） 

来場対象 ハウスメーカー、工務店、設計･デザイン事務所、ゼネコン、自治体、管理会社、業界関係者ほか 

催 し 名 『みらいのたね賞』授賞製品展示 

開催期間 2018年11月20日(火)～22日(木) 10：00～17：00 

会   場 東京ビッグサイト 東4~6ホール Japan
ジ ャ パ ン

 Home
ホ ー ム

 &
アンド

 Building
ビ ル デ ィ ン グ

 Show
シ ョ ー

 2018内 

主   催 一般社団法人日本能率協会 

授賞製品 

(10社/10製品) 

※順不同 

※詳細別紙 

『アイシネンLDフォーム』株式会社アイシネンアジア・パシフィック（ 4N-14） 

『LICONEX』アイリスオーヤマ株式会社（4F-12） 

『不燃木材 もえんげん®すぎ集成』加賀木材株式会社（ 4H-14） 

『マイクロバブルトルネード』 株式会社サイエンス （4R-12） 

『ハニカム・サーモスクリーン』セイキ販売株式会社 （4R-09） 

『小空間マルチカセットココタス 型番：Ｃ０８ＶＣＣＶ』 ダイキン工業株式会社 （5F-17） 

『薩摩中霧島壁』高千穂シラス株式会社（4D-01） 

『粘接着型金属屋根外断熱工法 レオフィットルーフ』 

『湿式外断熱システム エコサーム』 東邦レオ株式会社（ 4K-01） 

『表層圧密テクノロジーGywoodシリーズ』ナイス株式会社（4S-17） 

『木造住宅長寿命化システム【フクビエアサイクルの家】』フクビ化学工業株式会社（5C-18） 
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＜『みらいのたね賞 2018』 授賞製品詳細＞ 

みらいのたね賞 2018 は、建築家 竹内昌義氏（みかんぐみ）をゲスト審査員に迎え、「Japan
ジ ャ パ ン

 Home
ホ ー ム

 &
アンド

 

Building
ビ ル デ ィ ン グ

 Show
シ ョ ー

2018」の出展製品の中から、ゲスト建築家の視点や思想をもとに授賞製品を決定しています。

以下、今回の授賞製品 10 点を、授賞理由（選評）とともにご紹介いたします。 

授賞製品名・授賞出展社名（ブース番号）も掲載しておりますので、是非会場にお越しいただき、実際に授

賞製品をご覧いただければ幸いです。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『アイシネン LDフォーム』 

株式会社アイシネンアジア・パシフィック（ 4N-14） 

 

 

【選評】 

おそらく日本でこれからもっとも一般的になる断熱工法の

一つが、このウレタンの吹付工法になる。気密性能の向上、

施工のしやすさなど多くのメリットがあげられる。これらの

商品の登場によって、日本の住宅の性能は向上していくだろ

う。新築工事だけではなく、断熱改修における可能性も大い

にある。一方、施工管理に関して、本当に厚みが確保できて

いるかの確認の方法と監理の徹底、解体時のゴミの問題はど

うするのかなど、メーカーとして積極的に取り組むことがよ 

り望まれる。（竹内昌義） 

無線調光制御システム『LICONEX』          

アイリスオーヤマ株式会社（4F-12） 

 

 

 

 

 

画像無し 

【選評】 

無線 LAN 通信により、多くの照明器具の調光を PC・スマ

ホ・タブレットなどで制御するシステム。専用器具だけで

なく、既存の照明器具用のランプ（蛍光灯型）替えによっ

ても導入できる。一般に省エネ・省コストのための照明制

御システムは、きちんと効果的に運用されるかが最も重要

である。オフィスのように多くの照明器具があり、テナン

トやレイアウトの変更がよくある状況でも、無線＋ソフト

ウェア制御という手軽な方式ならば実効性があるだろう。

ベースモジュール、照明器具、マルチ（人感・照度）セン

サー、といったシンプルなシステム構成でわかりやすいが、

今後、さらに多彩な照明器具や、照明以外のシステムとの

連動などにも期待したい。（山本想太郎） 
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『不燃木材 もえんげん®すぎ集成』 

加賀木材株式会社 （4H-14） 
 

 

【選評】 

内外装材としての木材使用は多くのユーザーから求められ

ているにもかかわらず、防火仕様が求められる法規定によ

り断念せざるを得ず、やむを得ず代替疑似製品を使用する

ケースが多い。本製品はホウ酸注入などにより国交省認定

の不燃木材に指定されており、26 色の着色済みの製品が塗

装付きの認定を受けている。いずれも無垢材と集成材を選

択でき、スギとヒノキが選択できる。羽目板とルーバーに

関してはメーカーに常備しているので、スピーディーな納

品が可能である。本製品はカラフルな木質内外装を可能に

する極めて画期的な製品と認め、本賞の趣旨に合致すると

してこれを表彰するものである。（松永安光） 

 

『マイクロバブルトルネード』  

株式会社サイエンス（ 4R-12） 
 

 

 

【選評】 

普通の水泡よりもはるかに微細なマイクロバブルは、水

中に会っても消滅する時間が長く、水中に漂い続けるの

でさまざまな用途に利用されている。またその性能を利

用して養殖・美容など広い分野で利用されており、現在

では特に集合住宅や戸建て住宅などでも浴室などで利

用されている。本製品は家庭用のマイクロバブル発生器

で、ビルトインタイプと据え置きタイプがある。さらに

軽便なシャワーヘッド取り付けの製品も販売されてい

る。今後、健康や美容に関連する産業の発展が予測され

るなか、本製品は本賞の趣旨に合致するものとしてこれ

を表彰するものである。（松永安光） 

 

『ハニカム・サーモスクリーン』  

セイキ販売株式会社 （4R-09） 
 

 

【選評】 

この断熱ブラインドは性能が良く、価格がこなれている。断

熱性能は高く、窓の放射温度の影響を受けにくくすることが

できる。私自身もツインハニカムのユーザーであるが、非常

によい製品として、お薦めできるものだ。また、上部だけ、

あるいは下部だけ開けたりできる機能は、目隠しと通風の両

立として便利である。 

ただ、あまり断熱性能が低い窓で施工すると、寒い朝、ガラ

ス窓が結露することがある。今回の「みらいのたね」賞の中

でも、最も優れたものの一つと言える。（竹内昌義） 
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『小空間マルチカセットココタス 型番：Ｃ０８ＶＣＣＶ』  

ダイキン工業株式会社 （5F-17） 
 

 

 

【選評】 

小型のエアコンである。家の断熱性能が上がれば上がるほど、

エアコンは小さくなっていっていい。そういう点では非常に可

能性の高い商品だと思う。全室エアコンというのが、キャッチ

フレーズである。これは近い将来、階に一つのエアコン、家に

一つのエアコンとなっていくだろう。実はドイツの基準のパッ

シブハウスではこれ一台と第 1種換気扇で、冷暖房の熱需要を

賄えてしまう。躯体の性能と設備機械のマッチングを考えるこ

とがこれからの空調機の可能性を広げると考える。そういう点

で、これからの新しい展開が期待できる点で、この賞に値する。

（竹内昌義） 

『薩摩中霧島壁』      

高千穂シラス株式会社（ 4D-01） 
 

 

 

【選評】 

鹿児島県・宮崎県南部で広大な台地を形成するシラス（マ

グマの超高温で焼成された高純度無機質セラミック物質）

を原料とした、左官仕上げ材。100％自然素材であり、調

湿・消臭などの効果や耐久性など、性能の高い内外装材で

ある。また同社はエコハウス、ケミレスハウスなどの研究

事業にも参加しているが、密閉性の高いエコハウスでこそ

素材の健康性はきわめて重要となる。また化学物質による

健康被害問題も今後急激に大きな社会問題となる可能性

がある。自然素材にこだわりをもち続けてきた製品づくり

とともに、サステイナブルな住環境を見据えた研究を進め

る企業姿勢も高く評価された。（山本想太郎） 

 

『粘接着型金属屋根外断熱工法 レオフィットルーフ』 

『湿式外断熱システム エコサーム』 

 東邦レオ株式会社（ 4K-01） 
 

 

 

【選評】 

エコサームは外壁に断熱材を接着し、その上に直接左官仕

上げを施す工法。レオフィットルーフ外断熱工法は、屋根

の外張り断熱材の上に金属板を釘なしで接着固定して葺

く工法。いずれもヒートブリッジをつくらない外断熱シス

テムである。工法のシンプルさが、価格の安さ（特にエコ

サーム）、施工スペースが狭い場所での対応、メンテナン

スや更新の容易さなどにつながっていることは評価に値

する。エコ建材・工法は、ただ性能が良いだけではなく、

採用されやすい価格であってはじめて環境への実効性が

あるともいえるだろう。今後、性能・価格の面でさらに洗

練されていくことにも期待したい。（山本想太郎） 
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以上 

 

 

 

 

『木造住宅長寿命化システム 【フクビエアサイクルの家】』 

フクビ化学工業株式会社（5C-18） 
 

 

 

【選評】 

この工法は、複数のメーカーが、一つの考え方で作った省

エネの工法として評価できる。このようにある目標に沿っ

て、調整してアッセンブルすることはむずかしい。この工

法で作られた住宅の性能は現行の目標値としては十分と言

え、日本の住宅の高断熱化に大いに寄与する。加えて、通

気などを通して建物の耐久性を視野に入れた優れた商品と

言える。一方、床下に外気を取り込む必要があるのかにつ

いては、これからの時代の断熱性能の向上を考えると課題

があると思われる。これからの時代はよりオープンなシス

テムが求められると思う。（竹内昌義） 

『表層圧密テクノロジーGywood シリーズ』 

 ナイス株式会社（4S-17） 
 

 

 

【選評】 

現在、国内産材の活用が国の施策として叫ばれているが、

我が国の森林・林業・木材産業は様々な困難に直面してお

り、その解決策が広く求められている。中でも最大の問題

は森林の高齢化であり、特に針葉樹中心とした大径材の活

用方法が模索されている。その中で Gywood は、無垢材

の表層を圧密することにより硬化させ形状安定性を確保

し、軽くて硬い板材を実現する画期的な製法を開発したも

のである。針葉樹材の表面の傷つきやすさはこれで払しょ

くされ、これまで特に床材にはあまり使われてこなかった

床材や家具材として広い用途が見込まれる。まさに本賞の

趣旨に合致する技術提案としてこれを表彰するものであ

る。（松永安光） 

 


